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1.1研究の背景

近年，コロナウィルスの影響やグローバル化，インターネット技術
や AI，IoT等のデジタル技術の進展，顧客のニーズの多様化などや
社会環境などの急速な変化により，経営環境は大きく変化している．
そういった VUCAな時代に，持続的な発展を図るためには，自社の
核となる独自の強みを生かし，他者との差別化を図ることが極めて
重要である．
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1.2研究の目的

そこで，IPランドスケープの支援を行うため，莫大な量の特許を効
率的に探索を行い，その中から共起語ネットワークを用いて新たな
知見を発見することができるシステムを作成する．

図 1: 目的
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知的財産戦略は，経営戦略と密接に関係しており，企業全体の戦略
において各部門や機能の方向性を決定する重要な役割を果たしてい
る．日本において，知的財産戦略は特許などの知的財産
「Intellectual Property（IP）」と景観や風景を意味する「Landscape」
を組み合わせた造語で「IPランドスケープ」と呼ばれることが多い．

図 2: 活用先
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2.2特許情報処理と活用

特許情報処理とは，特許文章や特許データベースの情報をコン
ピュータで自動的に解析・処理を行うことで，莫大な量の特許情報
から有用な知見を効率的に見出し，知的財産戦略の立案や技術動向
の分析などに活用することを目的としている．

図 3: 特許情報処理
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2.3テキストマイニングと自然言語処理

テキストマイニングを行うことで，顧客のニーズや市場動向を把握
したり，新製品の開発やマーケティングの戦略を策定したりするこ
とができる．テキストマイニングでは，自然言語処理の技術を活用
して，テキストから意味のある情報を抽出しそれらの分析を行う．

図 4: テキストマイニングと自然言語処理
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3.1特許情報のベクトル化

莫大な量の特許情報をベクトル化し，可視化することで特許の技術
分野や技術トレンドなどを把握することができると考える．具体的
には特許本文を Sentence-Bidirectional Encoder Representation
fromTransform(Sentence-BERT) を用いることで文章全体を単位に
ベクトル化を行う ．

図 5: Sentence-BERT によるベクトル化
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3.2次元圧縮手法とクラスタリング手法

次元の呪いを回避するため，次元圧縮を行ったのちクラスタリング
を行う．ベクトル同士の近さを保有する必要があるため非線形圧縮
手法を用いる．非線形圧縮手法には Uniform Manifold Approximatio-
nand Projection of Dimension Reduction(UMAP) を用いる．

図 6: 次元圧縮とクラスタリング
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3.3単語間のつながりと共起語ネットワーク

関連性の高い単語は，一緒に出現することが多いため，それらの単
語の共起関係を調べることで，単語間の関係性を理解することがで
きる．具体的には共起関係にある単語と単語を線で結んで描かれる
共起語ネットワークを作成する．

図 7: 共起語の分析



1. はじめに

2. 知的財産戦略と
特許情報処理

3. 特許情報の可
視化

4. 提案手法

5. 実験結果並びに
考察

6. おわりに

10/17

4.1Google Patentsからのデータ収集の高速化
と分類

特許プラットフォームである Google Patentsから特許をスクレピン
グによって収集する．Google Patentsでは一度に最大 1000件までし
か，表示することができないため，1年ごとに区切ってスクレピン
グを行う．その後分類を行う．

図 8: スクレイピングと分類
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4.2クラスターの解釈と共起語ネットワーク

表示されているクラスターがどのようなまとまりなのかを明確にす
るために，クラスターの解釈の提示を行う．共起語ネットワークは
大きさを変更できるように，小，中，大の中から選択できるように
している．

図 9: クラスターの解釈とネットワークの描画
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4.3システム化と IPLへの活用

動画で紹介

図 10: システムの流れ
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5.1実験の概要

システムの有用性の検証として，
実際の事例を設けての実践
アンケートでの調査

を行う．実際の事例では，「ブロックチェーン技術を持っている会社
の，技術の決済システムへの使い道の検討と現状の把握」という題
材をもとに実践を行った．
アンケートは 5段階のリーカード尺度を用いる．利用者各自に実際
にキーワードを考えてもらい，システムを利用してもらった．
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5.2実験結果と考察

「コンサート」や「グッズ」などから「ファン通貨」という単語に
つながりがあることから，アーティストのファン特有の通貨をブ
ロックチェーン技術を用いて作り出し，ファンのコミュニティー内
でその通貨を発行することが考えられる．

図 11: 作成された 3D グラフ
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5.2実験結果と考察

アンケート結果を以下に示す．

表 1: アンケート結果
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5.2実験と考察
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6.おわりに

まとめ

今後の課題
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